
七十七銀行 ミニディスクロージャー誌

2026 MINI-DISCLOSURE

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月下旬（基準日：毎年3月31日）
単元株式数 100株
配当基準日 期末配当：3月31日　中間配当：9月30日

公告方法
電子公告
電子公告による公告ができない場合は、
河北新報および日本経済新聞に掲載します。

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
https://www.smtb.jp/personal/agency/

■ 株式のご案内

　●発行済株式総数　76,655千株　　●株主数　18,283名
■ 株式の状況（2026年3月31日現在）

氏名又は名称 所有株式数（千株）発行済株式（自己株式を除く。）の 
総数に対する所有株式数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 10,683 14.27%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 6,320 8.44%
明治安田生命保険相互会社 3,407 4.55%
住友生命保険相互会社 3,150 4.21%
日本生命保険相互会社 2,623 3.50%

■ 大株主の状況（2026年3月31日現在）

業績ハイライト 株式情報

格付け（2026年4月30日現在）

日本格付研究所
（JCR） AA
格付投資

情報センター（R&I） A+
ムーディーズ
（Moody’s） A3

785億円

＋222億円前期比

経常利益（連結）

8兆9,703億円

△162億円前期比

預金・譲渡性預金残高

2兆9,732億円

＋480億円前期比

有価証券残高

10.58%

△0.02ポイント前期比

自己資本比率（国内基準）（連結）

6兆6,277億円

＋4,397億円前期比

貸出金残高

540億円

＋147億円前期比

当期純利益（連結）

7,406億円

＋1,071億円前期比

預り資産残高
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■ １株当たり年間配当金および配当性向の推移
　2026年5月に株主還元方針を見直し、親会社株主に帰属
する当期純利益に対する配当性向を2027年度までに40％以上
に引き上げることとしております。

注.�2026年4月1日付で１株につき３株の割合で株式分割しております。2027年3月期
予想における配当金は、当該分割を反映しております。

■ 株主優待制度
株式分割に併せ、株主優待制度を拡充いたしました。

七十七銀行アプリのダウンロードはこちら

●Android OSの方 ●iOSの方

詳細はこちらから▶



　平素より七十七グループをお引き立ていただき、誠にありがとう
ございます。
　2021年4月にスタートした「Vision 2030」に基づく取組み
を通じ、コンサルティング力の強化と生産性の向上が図られた
ほか、前向きでチャレンジングな企業文化に変化しつつあります。
　計画策定から５年が経過するなか、人口減少・東京一極集中等�
によるマーケットの縮小やAI・デジタル技術の進化等による�
社会の多様化など様々な環境変化へ対応し、地域金融機関として�
の使命を果たし続けるため、新たに「Vision 2030」（R

アールブイ

.V．）�
を策定しました。地域の持続的成長に向けて、コンサルティング力�
を磨き上げるとともに、ビジネスチャンスを拡げ、すべての�
ステークホルダーとともに発展し続けることで、地域を豊かに�
するリーディングカンパニーを目指しております。また、更なる�
成長に向けた投資と挑戦を通じ、組織と役職員一人ひとりのレベル�
アップを図るとともに、地域経済の要としてお客さまの課題�
解決を支援していくことで、地域の成長に貢献してまいります。
　七十七グループは、「Vision 2030」（R

アールブイ

.V．）において掲げる
「なりたい姿」に向かって、2030年、そして更にその先へ進んで
まいります。

代表取締役頭取

名 称 株式会社七
しちじゅうしち

十 七銀行
英 文 名 称 The 77Bank, Ltd.
本 店 宮城県仙台市青葉区中央三丁目3番20号
創 業 1878年（明治11年）12月9日
資 本 金 246億円
従 業 員 数 2,357人
店 舗 数 144（本支店138、出張所6）
総 資 産 10兆3,928億円

ごあいさつ 「Vision 2030」（R
ア ー ル ブ イ

.V.） Topics

　「77ポイントサービス」は、七十七銀行アプリをご利用いただいている方
を対象に、当行とのお取引内容に応じて「77ポイント（通称：ななポ）」
が貯まるサービスです。貯まったポイントは各種ポイントやデジタル�
ギフトに交換できます。

当行の概要（2026年3月31日現在）

毎月自動的にたまる！

毎月／
10pt〜2,000pt

預金残高
毎月／

10pt〜80pt

ローン残高

毎月／
10pt〜80pt

七十七カード、
77JCBデビット

のご利用

毎月／各5pt

公共料金支払
（電気・水道・電話）

毎月／20pt
給与受取

毎月／20pt
年金受取

いろいろつかえる！
各種ポイント

100pt〜

ギフト

220pt〜 3,300ptコース〜

デジタルギフト 藤崎セレクション
宮城の特産品

リスクコンサルティング

クレジットカード・加盟店

事務・計算業務受託

ＩＴコンサルティング

七十七グループは、地域の持続的成長に向けて、
コンサルティング力を磨き上げるとともに、

ビジネスチャンスを拡げ、
すべてのステークホルダーとともに

発展し続けることで、地域を豊かにする
リーディングカンパニーを目指します

長期的に目指す「なりたい姿」

金融サービスの充実とコンサルティング力の強化を追求するとともに、
非金融分野の事業領域を拡大する

●

金融 コンサル
ティング 非金融 顧客・地域の

成長

国内外に構築した広域ネットワークの活用により、
お客さまの事業拡大をサポートする

●

宮城・仙台圏 国内外の
成長マーケット

ビジネスチャンス
の拡大

個人と組織のレベルアップを図り、
すべてのステークホルダーとともに発展し続ける企業グループを目指す

●

経営意識 専門性 多角化 リーディング
カンパニー

2025年度実績

当期純利益（連結）

540億円

ROE（連結）

8.53%

自己資本比率（連結）

10.58%

コアOHR

40.20%

2030年度財務目標

当期純利益（連結）

900億円

ROE（連結）

10%

自己資本比率（連結）
10%程度

（10.0%〜10.5%）

コアOHR

35%以下

RevisedVersion!

～地域を豊かにするリーディングカンパニー～ 「77ポイントサービス」の取扱いを開始
（2026年4月～）

　リース、カード、証券、保険、ファンドなどの金融分野のほか、コンサル
ティング、人材紹介、事務受託、海外展開支援などの非金融分野についても
様々なソリューションをご提供いたします。

七十七グループが提供する法人向けソリューション

経営コンサルティング

ファンドを活用した
事業承継支援

資本政策のパートナー

人材紹介・結婚相談・福利厚生

設備・機械・
自動車等のリース

海外展開・販路開拓支援

資産運用のご提案

成長ニーズ

リスクに関するニーズ

人材・組織に関するニーズ

効率化ニーズ


